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呼吸器感染症 におけるDL-8280の 臨床的検討
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広域の抗菌 スペ ク トラム を有する合成経 口抗菌剤DL-8280の 呼吸 墨感 染症 における臨床効果 と副作

用について検討 した。

対象は慢性気 管支 炎5例,び まん性汎細気管 支炎5例,気 管支拡張症4例,肺 炎2例,感 染を伴った

気管支喘息1例,気 管支瘻1例 の計18例 であった。

臨床効果は著効3例,有 効13例 で有効率 は89%で あった。

副作用 としては食思 不振 を1例 に認めたが,諸 検査値 の異常 は全例認 め られ なかった。

以上 の成績 から,DL-8280は 呼吸器感染症 の経 口治療剤 として極めて有用であ ると考え られ る。

I. は じめ に

新 しく 開発された 合成抗 菌剤DL-8280はFig. 1に 示す化

学構造 と化学名を もった ピ リドンカルボン酸系の 薬剤 であ る.

この経 口抗菌剤の特長は 嫌気性菌 を含む グラム陽性 菌,グ ラム

陰性菌に対 して 広い抗菌スペ ク トラム と 強い抗 菌力を有 し,経

口投与に よ り高い血中濃度が得 られ,各 種臓器 への移 行 も 良好

なことであ る1,2)。

今回我 々は,呼 吸器 感染症 におけ るDL-8280の 臨床的効果お

よび副作 用について検討 したので,そ の成績 を報告する。

Fig. 1 Chemical structure of DL-8280

(•})-9-fluoro-2, 3-dihydro-3-methy1-10-(4-methyl-l-

piperazinyl)-7-oxo-7H-pyrido [1, 2, 3 -de] [1, 4]

benzoxazine-6-carboxylic acid

II. 対象および方法

対象 とした症例は,熊 本大学 第一 内科お よび関連施設

にお ける入院患者 と外来患者で,呼 吸器感染症 を有す る

18例 である。症例 の内訳は慢性 気管支炎5例,び まん性

汎細気管支炎5例,気 管支拡張症4例,肺 炎2例,感 染

を伴 った気管支喘息1例,気 管支瘻1例 である。男性8

例,女 性10例 で,年 齢は31歳 か ら87歳 ま で で 平 均

55.4歳 である。

薬剤 の投与法は,1回100mgを1日 に3な い し4回

投与 を原則 としたが,1例 で1回200mgを1日2回 投

与 した。薬剤 の投与 日数は6日 か ら30日 と一定してい

ないが,14日 投与が18例 中8例 と最 も多かった(Table

1)。

効 果判定は発熱,咳 嗽,喀 痰 などの自覚症状の改善,

臨床検査所見の改善 および細菌学的効果の認 められたも

のを著効 とし,臨 床症状お よび他覚的所見の改善の程度

に よ り有効,や や有効,無 効 とした。

III. 成 績

呼吸器感染症18例 に対す る臨床効果 はTable 1に 示

す よ うに著効3例,有 効13例,や や有効2例 で有 効 率

は89%で あった。疾患別 の臨床効果は,慢 性気管 支 炎

(5例)で は有効4例,や や有効1例,び まん性汎細気管

支炎(5例)で は著効1例,有 効3例,や や有効1例,

気管支拡張症(4例)で は著効1例,有 効3例,肺 炎そ

の他では著効1例,有 効3例 であった。

細菌学的効果 は,本 剤投与後起炎菌 が消失 した もの8

例,減 少 した もの3例,不 明7例 で あった。H. inflxe-

nzae, H. parainfluenzaeお よびE. cloacaeは 消 失 し

た が,P. aeruginosaに 対 しては1例 は消失 したが残り

3例 では除菌効果 は認 め られ なかった。

副 作用 としては気管 支拡張症 の1例 において軽度の食

思 不振 が認 め られたが,投 薬を中止す ることな く25日 間

継続投 与を行 った。全例において,本 剤 の投与に起因す

ると考 えられ る臨床検査値 の異常は認め られなかった。
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Table 1 Clinical summary of cases treated with DL-8280

IV. 考 察

今回我々は,新 合成経 口抗菌剤DL-8280を18例 の呼

吸器感染症に使 用 し89%と い う高い有効率 を得 た が,

第30回 日本化学療 法学 会西 日本支部総 会にお ける 新 薬

シンポジウムで も,呼 吸器感 染症 に お け る 有 効 率 は

76.8%と 高い有効率 が示 され た1)。

最近 の呼吸器感 染症 の主要 な起炎菌 は肺 炎球菌,イ ン

フルエンザ菌,肺 炎桿菌 および緑膿菌 であ り,こ れ ら4

菌で全体の71%を 占める といわれてい る3)。我々の症例

は慢性呼吸器感 染症 が多 いた め,起 炎菌 としてイ ンフル

エ ンザ菌,緑 膿菌 などのグラム陰性桿菌が主 に分離 され

ている。DL-8280は これ らの菌に対 して強い抗菌力を も

って いる1)。

感染症の治療 に際 して起炎菌が明 らかな場合は抗菌剤

の選択に苦労す ることは少ないが,我 々の6症 例 のごと

く,実 際には起炎菌の決定が困難な症 例 も多い。その場

合,経 験的 にあるいは前述 のよ うな統計的資料 に もとつ

いて起炎菌 を推定 し,適 当な抗菌剤 の投与 が行われてい

る。 この場合の抗菌剤 の選択には,比 較的幅広 い抗菌 ス

ペ ク トラム と強 い抗菌力 を有 し,病 巣 への薬剤移行 も良

好かつ副作用 の少 ないこ とが条 件 とな る で あ ろ う。そ

の点,今 回検討 したDL-8280は,そ のよ うな条件 を満

たす抗菌剤 の1つ として臨床的に有用な もの と考え られ

る。
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Eighteen patients with respiratory tract infections were treated with DL-8280 which had
a broad spectrum of antibacterial activity against gram-positive and-negative bacteria.

Sixteen of 18 patients responded satisfactorily to the treatment and effectiveness rate
was 88.9% (excellent 3, good 13, fair 2). Although one of the cases complained of slight loss of
appetite, hematological and biochemical examinations of blood revealed no abnormality in all

patients after the administration of DL-8280.
These results show that DL-8280 is one of the quite useful antimicrobial agents in the

chemotherapy of respiratory tract infections.


